
この広報誌は皆さまからご協力頂いた社協会費により発行しています。
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▲このマークは社会福祉協議会の「社」を図案化し
「手をとりあって明るいしあわせな社会を建設する姿」
を表現しています

社協とは社会福祉協議会の略称です。
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発行元：稲敷市社会福祉協議会　稲敷市江戸崎甲 1992
電　話： 029-892-5711　FAX 029-892-5922

　令和７年１月 25日（土）に、茨城県社会福祉協議会と共催で、稲敷市災害ボランティア
センター設置運営訓練を実施しました。午前は講義、午後は模擬訓練を行い、ボランティア
連絡協議会、民生委員児童委員、災害ボランティア登録企業、市役所職員、社会福祉協議会
職員等52名が参加しました。ご協力ありがとうございました。	 （詳細２ページ）　
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令和６年能登半島地震災害義援金のご協力をお願いします。
災害義援金総額　288,559 円（令和７年２月末現在）

　令和６年能登半島地震義援金を１月４日から開始し、義援金として多くの皆様よりご厚志を賜り
ました。引き続き令和７年 12月 26 日（金）まで義援金の受け付けをしておりますのでご協力お
願いします。

災害ボランティアセンターとは？

災害ボランティアセンターの流れ・訓練の様子

　災害ボランティアセンターは、災害（地震、風水災害等）が発生
した時、被災者や地域を支援するため、臨時的に開設されるボラン
ティアセンターです。大規模災害発生時には、市内外から集まるボ
ランティアの力を借りて、生活の復旧・復興に向けて支援します。
　「災害ボランティアセンターの設置及び運営に関する協定」を稲
敷市と稲敷市社会福祉協議会で締結しております。協定に基づき訓
練を実施いたしました。

被災者からの困りごとを
お聞きし、ボランティア
活動につなげます。

活動状況を報告して、
活動は終了です。

貸出しされた資材の汚
れを落とし、返却の確
認を行います。

必要な資材の貸出し
を行います。

被災者に寄り添う気持ち
を大切に現地での活動を
行います。

・事前：受付登録、ボランティア保険加入
・当日：スマートフォンからQRコード
を読み取り、当日受付をします。

被災者からの依頼内容に基づ
き、必要な人数のグループを作
り依頼内容の説明を行います。

「能登半島地震等における災害ボラセン」職員派遣報告
　昨年発生した能登半島地震の被災地に、茨城県社協の要請のもと、令和
６年５月６日～ 12日の期間に職員１名を派遣しました。現地ではボラン
ティア受付、マッチング、ボランティアの送迎業務に従事し災害ボランティ
アセンターの運営を支援しました。
　また、これまでも県内（常総市、水戸市、取手市、北茨城市）の災害ボランティアセンターの運
営にも協力させて頂きました。被害の状況により市町村社協が協力して被災地支援をさせて頂いて
おります。

　今回の訓練では、日頃からの準備や訓練の重要性を再確認することが出来ました。発災時に速
やかに「災害ボランティアセンター」の運営が出来るよう、務めてまいります。
　ご協力頂きました皆さま、ありがとうございました。

❶ニーズ受付

❼活動報告 ❻資材返却 ❹資材貸出し❺ボランティア活動

❷ボランティア受付 ❸マッチング
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　皆様からいただきました社会福祉協議会会費は、住み慣れた地域社会の中で、生涯に
わたって安心して生活できる「安心して暮らせる　やさしいまち　稲敷」の実現を目指し、
高齢者福祉や障がい者福祉、ボランティア活動の推進など、幅広い地域福祉事業を実施
するために活用させていただきます。
　本年度も皆様の福祉事業へのご理解・ご協力及び、行政区長をはじめ役員の方々のご
支援・ご協力ありがとうございました。　　　　

令和７年２月28日現在

◆　一般会費　◆
江戸崎地区　・・・・・　2,544 世帯	 1,229,700 円
新利根地区　・・・・・　1,822 世帯	 911,000 円
桜 川 地 区　・・・・・　1,230 世帯	 615,000 円
東　地　区　・・・・・　1,714 世帯	 856,600 円

◆　特別会員　◆
一般社団法人　みらい	 10,000 円
（有）東関東サービス	 10,000 円

会費総額　　7,312 件　　3,632,300 円

令和６年度稲敷市社会福祉協議会　会費報告

いただきました、寄付金・物品は、稲敷市の地域福祉推進に活用されています。

●寄付金・物品寄付のご協力
（敬称略・順不同　令和６年４月１日から令和７年２月 28日）

　市民のみなさまからの善意（金銭、物品などのご芳志）は市内の地域福祉推進及び施
設への『善意のかけ橋』となって事業を展開しています。ご協力をいただき、ありがと
うございました。

稲敷盆栽会
聖苑香澄売店　
ともしびサークル
稲敷市農業委員会

海老原実（ポータブルトイレ）　
浅木ヒロ子（お手玉）
茨城県生活協同組合連合会（米 30kg10 袋）
㈱ダイナム（菓子類・食品 129 点）
退職公務員会稲敷支部江戸崎班（タオル・ティッシュ・マスク他）
退職公務員会稲敷支部東班（食品・菓子類）　
退職公務員連盟新利根班（タオル・マスク）
匿名　６件（毛糸・紙おむつ・衣料品・台所用品・ゴミ袋）

聖苑香澄売店　様

退職公務員稲敷支部江戸崎班　様

稲敷市農業委員会　様

（株）ダイナム　様

寄附金

物 品
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　ハートピアいなしきにて、市民の皆さまよりご寄付をいただきました。
皆様のご厚意に感謝申し上げます。

※そのほか、古紙回収事業では多くの皆様にご協力いただきありがとうございました。
おかげさまで利用者様に、より多くの工賃を支給することができました。重ねてお礼申
し上げます。

いただきました寄付金は、イベントやお楽しみ会などで使用させております。

東地区更生保護女性の会
KT〈君とともに〉

（株）ダイナム（菓子類）

ハートピアいなしきご寄付の報告（敬称略・順不同）

寄附金 物 品

東地区更生保護女性の会 KT〈君とともに〉 クリスマス会

善意銀行にご協力をお願いします
　稲敷市社会福祉協議会では、寄付金や物品、使用済切手など、市民の皆様よりご寄付
を受付けております。
　市民のみなさまから集められた使用済み切手・使用済み磁気カードは茨城県社会福祉
協議会に送付し、専門業者などに買い取ってもらい換金されたのち、茨城県内の福祉活
動支援のために役立てられます。

秋本吹付工業（株）　田宿ハッピー会　石井宏治　吉田いな子　日本鏡板工業（株）
吉田義夫　山本悦子　内埜朱美　有坂勝芳　こころの家　アスカ精工（株）
いなしきハートフルセンター　松原建設（株）　四ツ谷トメ子　稲敷市役所　匿名５件

＜使用済切手の収集について＞
①切手の周囲を 5㎜～ 10㎜の余白を取って台紙ごと切り取ってください。
②消印がはっきり残っている場合は、消印ごと切り取ってください。

●使用済み切手・使用済み磁気カード寄付のご協力
（敬称略・順不同　令和６年４月１日から令和７年１月 31日）

　お寄せいただいたご芳志に深く感謝を申し上げ、今後ともあたたかいお力添えをお願
い申し上げます。

●使用済み切手・書き損じ・未使用はがき寄付のご報告
　令和６年度使用済み切手・書き損じはがきの寄付にご協力いただきありがとうござい
ました。
　市民の皆様から集められた使用済み切手・書き損じはがきを茨城県社会福祉協議会へ
送付しました。



社協だより

5

●きずなBOX（食料収集箱）設置場所
・稲敷市役所玄関
・稲敷市社会福祉協議会
　（稲敷市江戸崎福祉センター）

●対象となる食品
・賞味期限が２ヵ月以上ある
未開封、常温で保存可能な
食品が対象です。

☆　稲敷市成年後見サポートセンター　☆彡

～生活福祉資金新型コロナ特例貸付を利用された方へ～

～まだ着られる制服や体操着をお預かりします‼～（学生服リサイクル事業）

～きずなBOXに食品提供のご協力をお願いします～

　社会福祉協議会（稲敷市江戸崎福祉センター）の中に、認知症や知的障がい・精神障がいから
判断能力が不十分な方々の支援に関わる相談や事務手続きなどのお手伝いを行なっています。身
寄りのない方や高齢者世帯、障がいを抱えている世帯の方で、不安を感じている又は困っている方、

生活上のお困りごとはありませんか？

少額返済や返済の免除・猶予が出来る場合があります。

〇毎月の返済が苦しい
〇返済開始を遅らせたい
〇仕事が決まらない

※免除、猶予には一定の条件があります。
・生活や仕事に心配な事がございましたら、ひとりで抱え込まずに、ご相談下さい。
・住所変更された方で、報告が済んでいない方がいらっしゃいましたらご連絡下さい。

・多くの子育て世帯にとって、進学に際し制服購入は大きな出費となります。
・卒業して不要となった制服が処分されてしまうのは「もったいない」ことです。
・社会福祉協議会では、子育て世帯の負担軽減、そして資源の有効・循環利用を推進することを
目的として、「譲っていただける方」から「譲って欲しい方」への橋渡しをする取り組みをし
ています。
※洗濯やクリーニング済の物で、名前のタグ等は可能な限り取ってからお持ちいただくようご協
力下さい。

　稲敷市社会福祉協議会では、NPO法人フードバンク茨城と連携して、生活に
お困りの方への食の提供を行っております。廃棄食品を減らし、同時に食の確保
に困っている人を支援する、「もったいない」を「ありがとう」に変える活動です。
　ご家庭に眠っている食品がございましたら、ご協力をお願い致します。

【回収対象】江戸崎総合高校の制服及びジャージ
【回収窓口】稲敷市社会福祉協議会　受付：平日 8：30～ 17：15

稲敷市江戸崎甲 1992　江戸崎福祉センター内　電話：029（892）5711
※譲って欲しい方は、社会福祉協議会までお問合せ下さい。
　数に限りがある事や、サイズ等希望に添えない場合がございます。

〇申請方法が分からない
〇家賃が払えない
　などのお悩みを抱えている方はいらっしゃいませんか？

　とりあえず連絡を　０２９－８９２－５７１１へ
　いざという時では間に合わないこともあります。

お知らせ

1

お知らせ

2

お知らせ

3

お知らせ

4
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　稲敷市社会福祉協議会通所介護事業所（デイサービス）は令和６年 12月 27 日をもっ
て営業を終了いたしました。開所以来たくさんの方々からお力添えをいただき運営をす
ることができました。ご利用してくださった皆様をはじめ、ご家族の皆様、ケアマネー
ジャーやボランティアの皆様などデイサービスに関わってくださったすべての方に心よ
り感謝申し上げます。ありがとうございました。

稲敷市社会福祉協議会　通所介護事業所職員一同

長年にわたる温かいご支援に、心より感謝申し上げます

たくさんの思い出をありがとう


